
２．本計画の骨格

　本計画は，以下の項目について整理します。

　なお，このうち本年度は「仕組みづくり」までを検討し，次年度に具体的な「実

施計画」を検討します。

前提条件の整理

角田山・多宝山の大まかな位置付け

角田山・多宝山の個別課題と方向性

4つの視点からみた方向性を踏まえ，角田山・多宝山の目指す
べき方向を大まかに定めます。

法的制約条件，自然条件，社会条件の３つの視点で整理しま
す。

角田山・多宝山に関する個別の課題について整理し，それぞ
れの方向性を検討します。

仕組みづくりについて

上記の課題を解決するための仕組みを提案します。

実施計画の策定

上記の課題に対する具体的な計画については，次年度に検討
します。
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法的制約条件

山頂・登山道
の整備・保守管理

動植物の
保全の考え方

未整備の
登山道の考え方

保守管理の
体制について

観光や林業
との連携

踏み出しの防止
マナー改善

自然条件 社会条件

法令・制度の
視点からみた
方向性

自然保全の
視点からみた
方向性

登山利用の
視点からみた
方向性

生活等の関連
の視点からみた
方向性

角田山・多宝山保全活用基本計画
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